
ク
リ
ス
マ
ス
ち
び
っ
こ
企
画

よ
い
子
の
み
な
さ
ん
に
素
敵
な
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、
楽

し
い
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね
！

日
時

１２
月
１４
日
A
・
２１
日
A

両
日
と
も
午
後
２
時
か
ら
３
時

場
所

福
祉
会
館
　
２
階
　
視
聴
覚
室

対
象

未
就
学
児

内
容

紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

問
合
せ
先

図
書
館
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.lib.oguchi.aichi.jp/
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リ
ズ
ミ
カ
ル
で
強
烈
な
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
、
ゴ
ス
ペ
ル
。
そ
の
歌

詞
は
、
神
へ
の
献
身
的
な
祈
り
の
こ
こ
ろ
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

情
熱
的
な
面
と
献
身
的
な
面
を
持
ち
合
わ
せ
た
、
と
て
も
人
間
的
な
ギ

ャ
ッ
プ
。
聖
夜
の
ひ
と
時
、
あ
な
た
も
魅
了
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ゴ
ス
ペ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
―
ク
リ
ス
マ
ス
」

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
く
て
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！
今
を
と
き
め
く
人
気
シ
ン
ガ

ー
た
ち
が
選
び
抜
か
れ
た
楽
曲
を
歌
い
ま
す
。

「
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
」

伝
統
的
な
宗
教
音
楽
の
枠
を
超
え
、
実
力
派
シ

ン
ガ
ー
た
ち
が
歌
う
ク
リ
ス
マ
ス
曲
集
で
す
。

「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ク
リ
ス
マ
ス
」

「
ゴ
ス
ペ
ル
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
マ
ヘ
リ

ア
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
１
９
１
１
―
７
２
）
の
歌
う

曲
が
、
１０
番
目
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
グ
レ
イ
ト
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ア
ズ
」

大
編
成
の
コ
ー
ラ
ス
「
ク
ワ
イ
ア
ス
タ
イ
ル
」

が
、
現
在
の
ゴ
ス
ペ
ル
ブ
ー
ム
の
中
心
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

数
々
を
集
め
た
Ｃ
Ｄ
で
す
。

「
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ー
」

デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
ズ
・
チ
ャ
イ
ル
ド

リ
ズ
ム
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー
ス
界
の
最
先
端
を

い
く
新
世
代
グ
ル
ー
プ
も
、
伝
統
的
な
音
楽
へ
の

尊
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
ゴ
ス
ペ
ル
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。（
１８
曲
目
）

ゴ
ス
ペ
ル
っ
て
何
？

ゴ
ス
ペ
ル
・
ソ
ン
グ
（gospel

song

）

の
略
。
正
規
の
キ
リ
ス
ト
教
賛
美
歌
に
対
し
、

伝
道
師
や
音
楽
家
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
の

よ
う
な
形
で
つ
く
り
、
大
衆
の
間
で
生
ま
れ

た
福
音
唱
歌
を
さ
す
。

歌
詞
は
、「
新
約
聖
書
」
中
の
福
音
（
キ

リ
ス
ト
の
教
え
・
よ
ろ
こ
ば
し
い
し
ら
せ
）

に
関
係
あ
る
も
の
が
多
い
。

も
と
も
と
は
、
１９
世
紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ

各
地
で
起
こ
っ
た
信
仰
復
興
運
動
で
歌
わ
れ

た
歌
を
意
味
し
た
。
１９
世
紀
初
頭
ご
ろ
か
ら

形
成
さ
れ
た
黒
人
霊
歌
が
、
１９
世
紀
末
か
ら

２０
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ブ
ル
ー
ス
や
ジ
ャ
ズ

の
影
響
を
受
け
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
歌
い
方
に
変

化
し
、
黒
人
庶
民
感
情
の
注
入
に
よ
っ
て
独

自
の
ゴ
ス
ペ
ル
・
ソ
ン
グ
が
生
ま
れ
た
。

１
９
５
０
年
代
に
は
数
多
く
の
グ
ル
ー
プ

が
レ
コ
ー
ド
で
活
躍
す
る
最
盛
期
を
迎
え
、

そ
れ
が
後
の
ソ
ウ
ル
流
行
の
下
地
と
な
っ

た
。



［書名（分類）］ ［著者名等］

なぜ人は破壊的な感情を持つのか（141） ダライ・ラマ
「男」再生プログラム（159） 朝倉匠子
22世紀から回顧する21世紀全史（361） ジェントリー・リー
3歩あるくとすべて忘れてしまう

あなたへ（498） ゲイリー・スモール
爆笑問題の「文学のススメ」（779） 爆笑問題
テロリストが夢見た桜（913） 大石直紀
ツイラク（913） 姫野カオルコ
巨頭会談（914） ビートたけし
家族同時多発介護（916） 鈴木輝一郎

きいちろう

霊山（923） 高行
こうこう

健
けん

【12月6日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

旅路のはてまで男と女 林真理子
祭ジャック・京都祇園祭 西村京太郎
贄門島（上） 内田康夫

超図解Word2002forWindows総合編 エクスメディア
小林カツ代の基本のおかず 小林カツ代
ラッキーマン マイケル・Ｊ・フォックス

第三の時効 横山秀夫
モラルの罠 夏樹静子
友よ 赤川次郎
手紙 東野圭吾

【10月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
閉
館
日

１
日
B
・
２
日
C
・
３
日
D

８
日
B
・
９
日
C
・
１５
日
B

１６
日
C
・
２２
日
B
・
２４
日
D

２７
日
G

２８
日
A

２９
日
B

３０
日
C

３１
日
D

※
３
日
D
は
１１
月
の
館
内
整
理
日
、
２７

日
G
は
１２
月
の
館
内
整
理
日
で
す
。

※
２３
日
C
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

※
新
年
１
月
は
、
７
日
D
か
ら
開
館
し

ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
年
越
し
そ
ば
』

日
本
に
は
古
く
か
ら
、
大
晦
日

お
お
み
そ
か

の
夜
に

そ
ば
を
食
べ
て
縁
起
を
祝
う
、
と
い
っ
た

食
習
慣
が
あ
り
、
歳
末
の
風
物
詩
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
越
し
そ
ば
を

「
大
晦

お
お
つ
ご
も
りそ
ば
」、「
晦
日

み
そ
か

そ
ば
」、「
縁
起
そ
ば
」

と
呼
ん
で
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
そ
ば
を
食
べ
る
風
習
は
、
江
戸
時

代
中
期
、
商
家
を
中
心
に
始
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
年
越
し
そ
ば
の
由
来
と
し
て
は
、

履
き
物
屋
・
髪
結
い
所
な
ど
で
働
く
商
人

に
と
っ
て
一
年
で
最
も
忙
し
い
大
晦
日
の

仕
事
終
わ
り
に
、
そ
ば
を
夜
食
と
し
て
ふ

る
ま
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
説
、
細
く

長
く
か
ら
、
家
運
・
寿
命
を
延
ば
す
縁
起

担
ぎ
と
す
る
説
、
そ
の
時
代
、
金
銀
細
工

屋
は
そ
ば
粉
で
金
銀
を
回
収
し
て
い
た
の

で
、
金
銀
が
集
ま
る
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
そ
ば
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
説
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
た
べ
も
の
起
源
事
典
』

東
京
堂
出
版

『
日
本
年
中
行
事
事
典
』

角
川
書
店

『
蕎
麦
の
事
典
』

柴
田
書
店

◎
児
童
書

『
日
本
の
「
食
」
と
く
ら
し
②

季
節
ご
と
に
体
験
し
よ
う
』

学
研

『
発
見
！
発
見
！
日
本
の
食
事
③

そ
ば
・
う
ど
ん
』
ポ
プ
ラ
社

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

高
度
情
報
社
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
、
知
的
創
造
空
間
と
し
て

の
図
書
館
。

ア
メ
リ
カ
の
公
共
図
書
館
を
例

に
、
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』

―

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
報
告

―菅
谷

す
が
や

明
子
／
著
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●
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
休
館

お
よ
び
貸
出
期
間
変
更

図
書
館
は
２８
日
A
か
ら
１
月
６
日
C
ま

で
、
年
末
年
始
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ま

た
、
２７
日
G
は
館
内
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
特
別
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

特
別
貸
出
期
間

１２
日
F
か
ら
２６
日
F

※
特
別
貸
出
期
間
中
は
、
通
常
２
週
間
の

貸
出
が
４
週
間
に
な
り
ま
す
。


